
 

 今週になり，やっと春の気配を感じることができるようになりました。しかし学校では，先週までの寒さのため，

インフルエンザにかかったり，発熱したりして体調を崩す児童がいます。今一度「手洗い・うがい」の徹底をしていきた

いと思います。ご家庭の方でも，ご協力お願いいたします。 

 「三寒四温」 やっと，気温が１０℃をこえる日がでてきました。校長室の窓からは，健康委員会の人がみんなを集

め，一風変わった「宝とりごっこ？」をする姿が見えます。暖かくなったということもあり，みんなの 

表情も柔らかです。声も響きわたります。見ている私達も元気が出ます。春を待ちわびるのは，人 

間だけではありません。玄関先のパンジーやビオラやプリムラも，縮んでいた花や葉を，ようや 

く太陽に向けて広げ始めています。「寒さに耐えた冬があるから，春がうれしいのですね。」 

 

 「ソチの悔しさがあったから，平昌はメダルをとることができました。」女子ジャンプで銅メダル 

を獲得した，髙梨沙羅選手の言葉です。スピードスケートの高木選手は，見事銀メダル獲得です。 

高木選手は，前回のオリンピックに出られないという挫折を味わいました。２人は悔しさをバネに 

して「負けるもんか！」と練習しました。苦しい練習に，耐えて耐えてきたから，メダル獲得という 

春が訪れたのですね。苦労した選手が活躍するのは，うれしいものです。 

  

金時人参収穫 ２月８日（木） 

 種まき→間引き→雑草取り・土よせ・・・１０初旬から，みんなで育ててきた「金時人参」いよいよ収穫です。        

みんなの収穫の喜び・笑顔 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            みんなで育てた「金時人参」は，２月１１日（日）の「ふな飯祭り」で，食材として，

地域の方にお渡ししました。自分達で育てた金時人参がふな飯となり，地域の方や遠方か

ら来られた方に食べていただきました。おいしそうに食べられている姿を見て子ども達も

嬉しかったことでしょう。 

             土作りから収穫まで，子ども達のためにご指導下さった原田さん，本当にありがとうご

ざいました。まるで我が子のように，子ども達に接して下さいました。原田さんとのおし

ゃべりを，子ども達はとても楽しんでいました。お世話になりました。        

 

感動いっぱい  夢いっぱい 
                                      平成３０年２月１７日  No,３３  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころの劇場：６年生  ２月９日（金） 

 「心の豊かな大人に育ってくださいね。」 この観劇は倉敷市からのプレゼントです。今年は劇団四季の「ガンバの

大冒険」を見ました。前日から体調を崩した児童もいて，みんなで見ることができなかったのは残念でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日入学 ２月１４日（水） 

 ８名の入学予定の子ども達が柳小に来ました。少し緊張気味です。反対に１年生の人は，弟や妹ができたのがうれ

しいので，興奮気味でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は「こころの劇場」をとても楽しみにしていました。この舞台から，生命の大切さや人を思いやる心，信じ合う喜びを学

びました。ガンバが助けを求めに来た忠太のために，敵を倒しに行く決断をするところや，みんなと助け合ってノロイと戦う

ところなどです。また，島ネズミのシオジにも感動しました。シオジは，ダンスや歌がとてもすばらしかったからです。「歌声

がとてもステキ！これだけになるには，日々努力の積み重ねをしているんだろうな。」と思いました。「練習や努力しないと，

前に進めない。」わたしも，そんな気持ちで，残りの小学校生活を過ごしていきたいと思いました。 

 今回の舞台では，協力や自分や仲間を信じることの大切さを学びました。努力の大切さも感じました。この舞台を見たこと

をきっかけに，「少しでも成長できたらいいな。」と思いました。迷わずに前に歩んでいきたいと思います。 （K・M）                                                              

  

・でっかいのがとれたらいいなあと思って，にんじんをぬきました。おれないよう 

 気をつけたけど，２本ぐらいおれてしまいました。でも，おれずにぬけたのもあ 

 ったので，よかったです。（３年 A・K） 

・とるときに金時にんじんがおれないように気をつけました。外側からゆっくり 

と土をとっていって両手でひっぱったら，「すぽん」と抜けました。（３年 N・S） 

・土がかたくて，とるときにおれてしまったのもあるけど，がんばってとりました。 

おれたのも大事なにんじん。あらってきれいにしました。（３年 H・S） 

・土がかたかったけど，原田さんがもっていたひみつ道ぐをつかったら，とてもか 

るがるぬくことができてすごいとおもいました。思ったより，太いにんじんがと 

れました。（３年 M・R） 

・にんじんをぬくときは，おれそうでこわかったです。だから，時間がかかったけど，しっかりほっていきました。細かったけど，

長いにんじんがとれました。（３年 M・S） 

・ぬくときにはおれないように気をつけました。両手でひっぱたら，早くぬけました。１０本ぬいたらいいものばかりだったから，

よかったです。足がはえたにんじんがあって，おもしろかったです。（３年 M・R） 

・土がこおっていて，ほるのが大へんでした。けど，じゅんちょうにとれて自分では，大きくて長くて自まんの金時にんじんがと

れてよかったと思いました。（４年 I・R） 

・おれないようにゆっくりと上に上げるとうまくできました。２本ありました。にんじんを育てている人は，失敗しないように，

本当に気をつけて，そだてているのだろうなと思いました。（４年 K・N） 

・上にひっぱってぬくしゅんかんが，とても楽しかったです。うまくぬけたときは，気持ちよかったです。１０本ぐらいぬきまし

た。でも，１本おってしまいました。（４年 H・Y） 

・今度は家で一人で作ってみたいです。とれたにんじんは，ケーキやカレーを作って，みんなとおいしく食べたいです。みんなで

作ったにんじんを，「ふな飯祭り」で地域の方にわたしました。（４年 H・S） 

・まわりの土をくずして，おれないようにひっぱってぬきました。小さいのしかとれなかったのは，残念でした。キャロットケー

キを作って食べたいです。（４年 H・Y） 

・ひみつの道ぐで，土をやわらかくしてほって，おれないように気をつけてぬきました。たくさんとれました。てんぷらかケーキ

にして，食べたいです。（４年 M・K） 

・「はや口ことば」をしました。手をあげて じ

ょうずに言えていました。（O・S） 

・かわいかったです。みんながんばっていまし

た。はやく入がくしきがこないかな。（A・A） 

・大きく口をあけて，はや口ことばが 言えま

した。びっくりしました。（U・R） 

・すごろくを さいころのでた数にあわせて，

ちゃんとうごかしていました。（A・K） 

たのしみに，まってるよ！ 


